
 令 和 ４ 年 度  第 １ 回 
工 事 担 任 者 試 験 問 題  種

別 第一級デジタル通信 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        １５時００分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ５ 時 ４ ０ 分 １ ６ 時 ２ ０ 分 １ ７ 時 ０ ０ 分 

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ 
 

科       目 
 問 題 番 号 ご と の 解 答 数  試 験 問 題 

 第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の 基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ Ｃ － 1 ～  6 

 端末設備の接続のための技術及び理論  ５ ５ ５ ５ ５ Ｃ － 7 ～ 12 

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ Ｃ － 13 ～ 18 

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。  

[記入例]  受験番号  ０３Ｃ９２１１２３４               生年月日  平成３年４月５日 
              

 
 
 
 
 
 
 

 

５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 
 

 

受 験 番 号 

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

   

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 

正答の公表は ５月１８日１０時以降の予定です。 

合否の検索は ６月 ６日１４時以降可能の予定です。 
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Ｃ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、抵抗Ｒ に流れる電流Ｉは、 (ア) アンペアである。ただし、３

電池の内部抵抗は無視するものとする。 (５点)

① ６ ② ８ ③ １０ ④ １２ ⑤ １４

図１

(２) 図２に示す回路において、端子ａ－ｂ間の電圧が２４ボルト、端子ｂ－ｃ間の電圧が７ボル

トであった。このとき、端子ａ－ｃ間に加えた交流電圧は、 (イ) ボルトである。(５点)

① １５ ② １７ ③ ２０ ④ ２５ ⑤ ３１

図２

(３) 静電容量Ｃファラドのコンデンサに蓄えられている電荷をＱクーロンとすると、このときの

コンデンサの端子電圧は、 (ウ) ボルトである。 (５点)

Ｑ ２Ｃ Ｑ Ｃ① ② ③ ２ＣＱ ④ ⑤Ｃ Ｑ ２Ｃ Ｑ

(４) 磁束密度Ｂテスラの平等磁界内において、磁界に直交して長さＬメートルの直線導体を置き、

この直線導体にＩアンペアの直流電流を流したとき、この直線導体には、磁界及び電流に垂直

な方向に、 (エ) ニュートンの力が働く。 (５点)

① ＢＩＬ ② ＢＩ Ｌ ③ ＢＩ Ｌ２ ３

④ Ｂ ＩＬ ⑤ Ｂ ＩＬ２ ３

Ｅ１＝４４

Ｒ３＝３

Ｅ２＝４４
Ｉ

Ω

ＶＶ

Ｒ１＝１ Ω Ｒ２＝２ Ω

ｃ
ｂＲ

ａ
ＸＬ



Ｃ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 半導体の結晶内において共有結合をしている電子は、 (ア) といわれるエネルギー帯に

ある。 (４点)

① 価電子帯 ② 伝導帯 ③ 禁制帯 ④ アクセプタ ⑤ ドナー

Ｉ(２) 図１に示すトランジスタ増幅回路においてベース－エミッタ間に正弦波の入力信号電圧Ｖ

を加えたとき、コレクタ電流Ｉ が図２に示すように変化した。Ｉ とコレクタ－エミッタ間Ｃ Ｃ

の電圧Ｖ との関係が図３に示すように表されるとき、Ｖ の振幅を５０ミリボルトとすれば、ＣＥ Ｉ

電圧増幅度は、 (イ) である。 (４点)

① ２０ ② ３０ ③ ４０ ④ ５０ ⑤ ６０

(３) ダイオードの特徴について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ ツェナーダイオードは、逆方向に加えた電圧がある値を超えると急激に電流が増加し、広

い電流範囲で電圧を一定に保つ特性を有する。

Ｂ 可変容量ダイオードは、コンデンサの働きを持つ半導体素子であり、ｐｎ接合ダイオード

に加える逆バイアス電圧を制御することにより、静電容量を変えることができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 接合型電界効果トランジスタは、半導体内部の多数キャリアの流れを、 (エ) 電極に加

える電圧により制御する半導体素子である。 (４点)

① ドレイン ② ソース ③ ベース ④ ゲート

ＣＥ(５) トランジスタの静特性のうち、エミッタ接地方式においてコレクタ－エミッタ間の電圧Ｖ

を一定に保ったときのベース電流Ｉ とコレクタ電流Ｉ との関係を示したものは、 (オ)Ｂ Ｃ

特性といわれる。 (４点)

① 電圧帰還 ② 電流伝達 ③ 入 力 ④ 出 力 ⑤ 変 調

図２ 図３図１

Ｒ

～

I

Ｖ １

２

３

４

０
時間

１

２

３

４

０
２ ４ ６ ８

Ｖ 〔Ｖ〕

Ｖ

Ｉ

８〔Ｖ〕

Ｉ
ＣＥ

ＣＥ

Ｃ Ｃ

Ｉ



Ｃ－3

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１、図２及び図３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すと

き、図１、図２及び図３の斜線部分を示すそれぞれの論理式の論理積は、 (ア) と表すこ

とができる。 (５点)

① Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ ② Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

③ (Ａ＋Ｂ＋Ｃ)･Ａ･Ｂ･Ｃ ④ Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

⑤ Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ

図１ 図２ 図３

(２) 表に示す２進数のＸ 、Ｘ を用いて、計算式(加算) Ｘ ＝ Ｘ ＋Ｘ からＸ を求め、これ１ ２ ０ １ ２ ０

を１６進数で表すと、 (イ) になる。 (５点)

① ＡＣ ② Ｂ４ ③ ２Ｄ ④ ５０ ⑤ ５Ｃ

２進数

Ｘ ＝ １０１１１１１

Ｘ ＝ １０１１０１２

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ



Ｃ－4

(３) 図４に示す論理回路は、ＮＡＮＤゲートによるフリップフロップ回路である。入力ａ及びｂ

に図５に示す入力がある場合、図４の出力ｃは、図５の出力のうち (ウ) である。(５点)

① ｃ１ ② ｃ２ ③ ｃ３ ④ ｃ４ ⑤ ｃ５ ⑥ ｃ６

図４

図５

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)＋(Ａ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)＋(Ａ＋Ｃ)

① ０ ② １ ③ Ｂ＋Ｃ ④ Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ ⑤ Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ

a
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Ｃ－5

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線への入力電力が６００ミリワット、その伝送損失が１キロメー

トル当たり０.８デシベル、増幅器の利得が (ア) デシベルのとき、負荷抵抗Ｒで消費する

電力は、６０ミリワットである。ただし、変成器は理想的なものとし、入出力各部のインピー

ダンスは整合しているものとする。 (５点)

① １２ ② ２２ ③ ３２ ④ ４２ ⑤ ５２

図１

(２) 漏話について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (５点)

Ａ 平衡対ケーブルにおける漏話減衰量Ｘデシベルは、誘導回線の信号電力をＰ ワット、被Ｓ

誘導回線の漏話による電力をＰ ワットとすると、次式で表される。Ｘ

ＳＰ
１０Ｘ＝１０ log

ＸＰ
Ｂ 平衡対ケーブルにおいて電磁結合により生ずる漏話の大きさは、一般に、誘導回線のイン

ピーダンスに比例する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 図２において、一方の通信線路の特性インピーダンスをＺ 、もう一方の通信線路の特性０１

インピーダンスをＺ とすると、その接続点における電圧反射係数は、 (ウ) で求めら０２

れる。 (５点)

０１ ０２ ０２ ０１ ０２ ０１Ｚ －Ｚ Ｚ －Ｚ ２Ｚ ２Ｚ① ② ③ ④
０１ ０２ ０１ ０２ ０１ ０２ ０１ ０２Ｚ ＋Ｚ Ｚ ＋Ｚ Ｚ ＋Ｚ Ｚ ＋Ｚ

図２

(４) 伝送系のある箇所における信号電力と基準点における信号電力との比をデシベル表示した値

は、その箇所の (エ) といわれ、一般に、単位は dＢr で表される。 (５点)

① ＣＮ比 ② ＳＮ比 ③ 平衡度 ④ 絶対レベル ⑤ 相対レベル

発振器 電気通信回線

変成器

巻線比
５：４

Ｒ

４０ kｍ

増幅器

伝送方向 接続点

Ｚ０１ Ｚ０２



Ｃ－6

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) １シンボル当たり複数ビットを伝送することができる多値変調方式の一つであるＱＡＭにお

いて、１シンボル当たりＮビットを伝送する場合、信号点配置図上の信号点の数は (ア)

となる。 (４点)

Ｎ ２ ４① ２Ｎ ② ４Ｎ ③ ２ ④ Ｎ ⑤ Ｎ

(２) ＰＣＭ伝送の受信側では、伝送されてきたパルス列から、サンプリング間隔で各パルス符号
１に対応するレベルの信号を生成し、サンプリング周波数の を遮断周波数とする (イ)２

フィルタを通して信号を再生している。 (４点)

① 帯域阻止 ② 低域通過 ③ 帯域通過 ④ 高域通過

(３) 光ファイバを用いて波長の異なる複数の光信号を１本の光ファイバで伝送する方式のうち、

多重する波長が数波長から１０数波長程度に限定されている方式は、 (ウ) といわれる。

(４点)

① ＴＤＭ ② ＤＷＤＭ ③ ＣＷＤＭ ④ ＴＣＭ ⑤ ＦＤＭ

(４) デジタル信号の伝送などについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 同一の変調方式を用いてデジタル信号を伝送する場合、デジタル信号の伝送速度が速くな

るに伴い、伝送に必要な周波数帯域幅は広くなる。

Ｂ 受信したデジタル信号が隣接タイムスロットの識別点にまで広がる現象は、パターン効果

といわれ、これはビット誤りが発生する原因の一つとなる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 光中継伝送システムに用いられる再生中継器には、中継区間における信号の減衰、伝送途中

で発生する雑音、ひずみなどにより劣化した信号波形を再生中継するため、等化増幅、タイミ

ング抽出及び (オ) の機能が必要であり、これら三つの機能は３Ｒ機能といわれる。

(４点)

① 強度変調 ② 位相同期 ③ 偏波制御 ④ 識別再生 ⑤ 波長変換



Ｃ－7

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＧＥ－ＰＯＮシステムで用いられているＯＬＴのマルチポイントＭＡＣコントロール副層の

機能には、ＯＮＵがネットワークに接続されるとそのＯＮＵを自動的に発見し通信リンクを自

動的に確立する (ア) に関するものと、上り信号制御に関するものがある。 (４点)

① アイソレーション ② オートネゴシエーション ③ セルフラーニング

④ フィルタリング ⑤ Ｐ２ＭＰディスカバリ

(２) ＩＰ－ＰＢＸ及びＩＰセントレックスについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。

(４点)

Ａ ＩＰ－ＰＢＸにはＩＰ－ＰＢＸ用に構成されたハードウェアを使用するハードウェアタイ

プと、汎用サーバにＩＰ－ＰＢＸ用の専用ソフトウェアをインストールするソフトウェアタ

イプがあり、ハードウェアタイプはソフトウェアタイプと比較して、一般に、新たな機能の

実現や外部システムとの連携が容易とされている。

Ｂ ＩＰセントレックスサービスでは、一般に、ユーザ側のＩＰ電話機は、電気通信事業者の

拠点に設置されたＰＢＸ機能を提供するサーバなどにＩＰネットワークを介して接続される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＥＥＥ８０２.１１標準の無線ＬＡＮには、複数の送受信アンテナを用いて信号を空間分割

多重伝送することにより、使用する周波数帯域幅を増やさずに伝送速度を高速化することがで

きる技術である (ウ) を用いる規格がある。 (４点)

① デュアルバンド対応 ② ＭＩＭＯ(Multiple-Input Multiple-Output)

③ チャネルボンディング ④ フレームアグリゲーション

⑤ ＯＦＤＭ(Orthogonal Frequency Division Multiplexing)

(４) ＩｏＴを実現する無線通信技術のうち、通常の電池でも１年以上動作可能な省電力性と、

見通し通信距離が数キロメートルから数１０キロメートルという特徴を持つものは、一般に、

(エ) といわれ、ＬｏＲａＷＡＮ、ＳＩＧＦＯＸなどはこれに該当する規格とされている。

(４点)

① 無線ＰＡＮ ② ＮＦＣ ③ ＬＰＷＡ

④ ローカル５Ｇ ⑤ プライベートＬＴＥ

(５) 通信機器は自ら発生する電磁ノイズにより、周辺にある他の装置に影響を与えることがあり、

ＪＩＳ Ｃ ６００５０－１６１：１９９７ＥＭＣに関するＩＥＶ用語では、ある発生源から電

磁エネルギーが放出する現象を、 (オ) と規定している。 (４点)

① 電磁環境 ② 電磁障害 ③ 電磁両立性

④ イミュニティ ⑤ 電磁エミッション



Ｃ－8

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光アクセスネットワークの設備構成のうち、電気通信事業者のビルから配線された光ファイ

バ心線を分岐することなく、電気通信事業者側とユーザ側に設置されたメディアコンバータな

どとの間を１対１で接続する構成を採る方式は、一般に、 (ア) 方式といわれる。(４点)

① ＰＬＣ ② ＳＳ ③ ＳＣＭ ④ ＡＤＳ ⑤ ＰＤＳ

(２) １０００ＢＡＳＥ－Ｔでは、送信データを８ビットごとに区切ったビット列に１ビットの冗

長ビットを加えた９ビットが４組の５値情報に変換される (イ) といわれる符号化方式が

用いられている。 (４点)

① ８Ｂ１Ｑ４ ② ８Ｂ／６Ｔ ③ ８Ｂ／１０Ｂ

④ ＮＲＺＩ ⑤ ＭＬＴ－３

(３) ＭＡＣアドレスなどについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 端末機器などをイーサネットに接続するためのネットワークインタフェースカード(ＮＩＣ)

は、６バイト長で構成されるＭＡＣアドレスといわれる固有のアドレスを持つ。

Ｂ イーサネットのＭＡＣフレームの最後にあるＦＣＳは、フレームの伝送誤りの有無を検出

するための情報であり、受信側では、フレームを受信し終えるとＦＣＳの検査を行い、受信

フレームの正常性を確認している。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ＩＰｖ６パケットにＩＰｖ４ヘッダを付加してＩＰｖ６パケットをＩＰｖ４パケットにカプ

セル化し、ＩＰｖ６パケットをＩＰｖ４網を経由して転送する技術は、一般に、 (エ) と

いわれる。 (４点)

① デュアルスタック ② トンネリング ③ アドレス変換

④ ネイティブ ⑤ ステップ・バイ・ステップ交換

(５) 広域イーサネットなどにおいて用いられるＥｏＭＰＬＳでは、ユーザネットワークのアクセス

回線から転送されたイーサネットフレームは、一般に、ＭＰＬＳドメインの入口にあるラベル

エッジルータでＰＡ(Preamble/SFD)とＦＣＳが除去され、 (オ) とＭＰＬＳヘッダが付加

される。 (４点)

① ＶＬＡＮタグ ② ＩＰヘッダ ③ ＴＣＰヘッダ

④ Ｌ２ヘッダ ⑤ ＶＣラベル

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 発信元のＩＰアドレスを攻撃対象のホストのＩＰアドレスに偽装したＩＣＭＰエコー要求パ

ケットを、攻撃対象のホストが所属するネットワークのブロードキャストアドレス宛に送信す

ることにより、攻撃対象のホストを過負荷状態にするＤｏＳ攻撃は、一般に、 (ア) 攻撃

といわれる。 (４点)

① スマーフ ② ゼロデイ ③ ブルートフォース

④ リプレイ ⑤ Ｐｉｎｇ ｏｆ Ｄｅａｔｈ
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(２) ＰＫＩ(公開鍵基盤)の仕組みなどについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 認証局は、申請者の秘密鍵と申請者の情報を認証局の公開鍵で暗号化し、デジタル証明書

を作成する。

Ｂ 利用者は、受け取ったデジタル証明書が失効していないかどうか、認証局のリポジトリか

ら情報を入手してチェックすることができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) バッファオーバフロー攻撃は、あらかじめ用意したバッファに対して (ウ) が適切であ

ることのチェックを厳密に行っていないＯＳやアプリケーションの脆弱性を利用するものであ
ぜい

り、サーバが操作不能にされたり特別なプログラムが実行されて管理者権限を奪われたりする

おそれがある。 (４点)

① ファイルの拡張子 ② 関数呼び出し ③ 入力データの冗長性

④ 入力データのサイズ ⑤ 入力データの機密性

(４) ＯＳやアプリケーションにあらかじめ用意されているアカウントは、一般に、 (エ) ア

カウントといわれる。 (エ) アカウントは、一般に、その名前が秘密にされていないため、

攻撃の対象とならないよう、利用できなくしたり、アカウントのパスワードを変更したりして

おくことがセキュリティ上望ましいとされている。 (４点)

① 管理者 ② 特 権 ③ デフォルト ④ 代 表 ⑤ メール

(５) 情報セキュリティポリシーに関して望ましいとされている運用方法などについて述べた次の

記述のうち、誤っているものは、 (オ) である。 (４点)

① 情報セキュリティポリシー文書の体系は、一般に、基本方針、対策基準及び実施

手順の３階層で構成され、基本方針をポリシー、対策基準をスタンダードと呼ぶこ

ともある。

② 対策基準は、基本方針に準拠して何を実施しなければならないかを明確にした基

準であり、実際に守るべき規定を具体的に記述し、適用範囲や対象者を明確にする

ものである。

③ 実施手順は、対策基準で定めた管理策を実施する際の詳細な手順を記述するもの

であり、操作マニュアル、業務手順書などが該当するが、何をどの程度詳細に作成

するかは、組織の実状などに合わせて適切に判断する。

④ 情報セキュリティポリシー文書は、見直しを定期的に行い、必要に応じて変更す

る。また、変更した場合にはその変更内容の妥当性を確認する。

⑤ 具体的なセキュリティ対策の策定においては、全てのリスクに対して対策を策定

することにより残留リスクを排除しなければならない。

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光ファイバの接続に光コネクタを使用したときの挿入損失を測定する試験方法は、光コネク

タの構成別にＪＩＳで規定されており、片端プラグ(光接続コード)のときの基準試験方法は、

(ア) である。 (４点)

① 挿入法(Ｂ) ② カットバック法 ③ 置換え法

④ マンドレル巻き法 ⑤ ワイヤメッシュ法
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(２) ＪＩＳ Ｃ ０３０３：２０００構内電気設備の配線用図記号に規定されている、電話・情報

設備のうちの複合アウトレットの図記号は、 (イ) である。 (４点)

① ② ③ ④ ⑤

(３) ＪＩＳ Ｃ ６８２３：２０１０光ファイバ損失試験方法におけるＯＴＤＲ法について述べた

次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ ＯＴＤＲ法は、光ファイバの単一方向の測定であり、光ファイバの異なる箇所から光ファ

イバの先端まで後方散乱光パワーを測定する方法である。

Ｂ ＯＴＤＲ法での測定は、光ファイバ内の伝搬速度及び光ファイバの後方散乱作用に影響さ

れ、光ファイバ損失を正確に測定できないことがあるが、被測定光ファイバの両端からの後

方散乱光を測定し、この二つのＯＴＤＲ波形を平均化することによって、光ファイバの損失

試験に用いることができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ＵＴＰケーブルをＲＪ－４５のモジュラジャックに結線するとき、配線規格Ｔ５６８Ｂでは、

ピン番号４番には外被が (エ) 色の心線が接続される。 (４点)

① 橙 ② 青 ③ 緑 ④ 白 ⑤ 茶
だいだい

(５) ＪＩＳ Ｘ ５１５０－２：２０２１では、図に示す水平配線設備モデルにおいて、インタコ

ネクト－ＴＯモデル、クラスＥのチャネルの場合、機器コード及びワークエリアコードの長さ

の総和が１０メートルのとき、水平ケーブルの最大長さは (オ) メートルとなる。ただし、

使用温度は２０ ℃ 、コードの挿入損失 dＢ／ｍ は水平ケーブルの挿入損失 dＢ／ｍ に対し

て５０パーセント増とする。 (４点)

① ８７.０ ② ８７.５ ③ ８８.０ ④ ８８.５ ⑤ ８９.０

ＴＯ

ＴＥＣＣＣ ＣＥＱＰ

機器コード ワークエリアコード

水平ケーブル

ＦＤ

チャネル
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１は、ＪＩＳ Ｃ ６８２３：２０１０光ファイバ損失試験方法におけるＯＴＤＲ法による

不連続点での測定波形の例を示したものである。この測定波形の から までの区間は、A C

(ア) のＯＴＤＲでの測定波形を表示している。ただし、ＯＴＤＲ法による測定で必要な

スプライス又はコネクタは、低挿入損失かつ低反射であり、ＯＴＤＲ接続コネクタでの初期

反射を防ぐための反射制御器としてダミー光ファイバを使用している。また、測定に用いる光

ファイバには、マイクロベンディングロスがないものとする。 (４点)

① 被測定光ファイバの入力端から被測定光ファイバの融着接続点まで

② 被測定光ファイバの入力端から被測定光ファイバの終端まで

③ 被測定光ファイバの融着接続点から被測定光ファイバの終端まで

④ ダミー光ファイバの入力端から被測定光ファイバの入力端まで

⑤ ダミー光ファイバの出力端から被測定光ファイバの入力端まで

図１

(２) 現場取付け可能な単心接続用の光コネクタであって、コネクタプラグとコネクタソケットの

２種類があり、架空光ファイバケーブルの光ファイバ心線とドロップ光ファイバケーブルに取

り付け、架空用クロージャ内での心線接続に用いられる光コネクタは、 (イ) コネクタと

いわれる。 (４点)

① ＤＳ(Optical fiber connector for Digital System equipment)

② ＦＡＳ(Field Assembly Small-sized)

③ ＭＰＯ(Multifiber Push-On)

④ ＭＵ(Miniature Universal-coupling)

⑤ ＳＴ(Straight Tip)

距 離

Ｏ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
　
信
号
レ
ベ
ル

dＢ

雑音レベル
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(３) 集合住宅における光ファイバ配線において、ＭＤＦから各戸までのメタリック電話線などが

収容されている既設配管内の空間を利用して光ケーブルを敷設するときに使用する光ケーブル

として適しているものは、 (ウ) インドア光ケーブルであり、押し込み工法により敷設が

容易とされている。 (４点)

① フラット型 ② 透 明 ③ 細径低摩擦 ④ 隙間配線 ⑤ 集 合

(４) 施工計画、施工管理などについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (エ) で

ある。 (４点)

① 工事の受注者は、工事着手前に施工計画書を工事の発注者に提出しなければならな

い。

② 施工計画書には、工事概要、計画工程表、施工方法、安全管理などが記載されなけ

ればならない。

③ 施工管理において、当初に計画した工程と実際に進行している工程とを比較検討し、

進捗に差異が生じているとき、その原因を調査し、取り除くことにより工事が計画ど

おりの工程で進行するように管理し、調整を図ることは、出来形管理といわれる。

④ 工事の施工における工程と品質との関係では、一人当たりの１日の作業時間を大幅

に延長して突貫工事で施工速度を速くすると、品質は悪くなるおそれがある。

⑤ 工事費は、直接費と間接費に分けられ、現場管理費、共通仮設費などが含まれる間

接費は、工期が長くなると、一般に、増加する。

(５) 図２に示すアローダイアグラムについて述べた次の記述のうち、正しいものは、 (オ)

である。 (４点)

① 作業Ａが１日遅れると、クリティカルパスの所要日数は１日延びる。

② 作業Ｂが１日遅れると、クリティカルパスの所要日数は１日延びる。

③ 作業Ｇを１日短縮すると、クリティカルパスの所要日数は１日短縮できる。

④ 作業Ｆを１日短縮すると、クリティカルパスの所要日数は１日短縮できる。

⑤ 二つのダミー作業を無くすと、クリティカルパスの所要日数は１日短縮できる。

図２

８日

５日

作業Ｂ

４日

６日

作業Ｄ

作業Ｃ

作業Ｅ

作業Ａ

５日

１０日

５日

作業Ｆ

作業Ｇ

１ ７

２ ６

４

３ ５
作業Ｈ

４日

４日
８

作業Ｉ
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 電気通信事業法に規定する｢工事担任者資格者証｣について述べた次の文章のうち、正しいも

のは、 (ア) である。 (４点)

① 工事担任者資格者証の種類及び工事担任者が行い、又は監督することができる端末

設備若しくは交換設備の接続に係る工事の範囲は、総務省令で定める。

② 総務大臣は、電気通信事業法の規定により罰金以上の刑に処せられ、その執行を終

わり、又はその執行を受けることがなくなった日から３年を経過しない者に対しては、

工事担任者資格者証の交付を行わないことができる。

③ 総務大臣は、工事担任者資格者証の交付を受けようとする者の養成課程で、総務大

臣が総務省令で定める基準に適合するものであることの認定をしたものを修了した者

に対し、工事担任者資格者証を交付する。

④ 総務大臣は、電気通信事業法の規定により工事担任者資格者証の返納を命ぜられ、

その日から２年を経過しない者に対しては、工事担任者資格者証の交付を行わないこ

とができる。

(２) 電気通信事業法に規定する｢自営電気通信設備の接続｣及び｢技術基準適合命令｣について述べ

た次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 電気通信事業者は、電気通信回線設備を設置する電気通信事業者以外の者からその自営電

気通信設備をその電気通信回線設備に接続すべき旨の請求を受けたとき、その自営電気通信

設備を接続することにより当該電気通信事業者の電気通信回線設備の保持が経営上困難とな

ることについて当該電気通信事業者が総務大臣の認定を受けたときは、その請求を拒むこと

ができる。

Ｂ 総務大臣は、電気通信事業法に規定する電気通信設備が総務省令で定める技術基準に適合

していないと認めるときは、当該電気通信設備を設置する電気通信事業者に対し、その技術

基準に適合するように当該設備を修理し、若しくは改造することを命じ、又はその使用を制

限することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 電気通信事業法に規定する｢基礎的電気通信役務の提供｣及び｢管理規程｣について述べた次の

二つの文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 基礎的電気通信役務を提供する電気通信事業者は、その適切、公平かつ安定的な提供に努

めなければならない。

Ｂ 電気通信事業者は、総務省令で定めるところにより、事業用電気通信設備の管理規程を定

め、電気通信事業の開始前に、総務大臣の許可を受けなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 登録認定機関による技術基準適合認定を受けた端末機器であって電気通信事業法の規定によ

り表示が付されているものが総務省令で定める技術基準に適合していない場合において、総務

大臣が電気通信回線設備を利用する他の利用者の通信への妨害の発生を防止するため特に必要

があると認めるときは、当該端末機器は、同法の規定による (エ) ものとみなす。(４点)

① 報告をしなければならない ② 記録を作成し保存する ③ 修理を行うべき

④ 必要な措置を命じられた ⑤ 表示が付されていない
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(５) 電気通信事業法に基づき、 (オ) のため緊急に行うことを要するその他の通信として総

務省令で定める通信には、火災、集団的疫病、交通機関の重大な事故その他人命の安全に係る

事態が発生し、又は発生するおそれがある場合において、その予防、救援、復旧等に関し、緊

急を要する事項を内容とする通信であって、予防、救援、復旧等に直接関係がある機関相互間

において行われるものがある。 (４点)

① 安全の確保 ② 公共の利益 ③ 治安の維持

④ 危険の排除 ⑤ 秩序の回復

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の文章のうち、

正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① 第一級アナログ通信の工事担任者は、アナログ伝送路設備又はデジタル伝送路設備

に端末設備等を接続するための工事を行い、又は監督することができる。

② 第二級アナログ通信の工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するた

めの工事のうち、端末設備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る工事を行

い、又は監督することができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設備を接続す

るための工事のうち、総合デジタル通信回線の数が毎秒６４キロビット換算で１のも

のに限る工事を行い、又は監督することができる。

③ 第一級デジタル通信の工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続する

ための工事を行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に

端末設備等を接続するための工事を除く。

④ 第二級デジタル通信の工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続する

ための工事のうち、接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１００メガビッ

ト以下であって、主としてインターネットに接続するための回線に係るものに限る工

事を行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備

等を接続するための工事を除く。

(２) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の再交付｣及び｢資格者証の返納｣について述べた次の二

つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 工事担任者は、資格者証を汚したことが理由で資格者証の再交付の申請をしようとすると

きは、別に定める様式の申請書に資格者証及び写真１枚を添えて、総務大臣に提出しなけれ

ばならない。

Ｂ 工事担任者資格者証の返納を命ぜられた者は、その処分を受けた日から１０日以内にその

資格者証を総務大臣に返納しなければならない。資格者証の再交付を受けた後失った資格者

証を発見したときも同様とする。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(３) 端末機器の技術基準適合認定等に関する規則に規定する、端末機器の技術基準適合認定番号

について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 移動電話用設備(インターネットプロトコル移動電話用設備を除く。)に接続される端末機

器に表示される技術基準適合認定番号の最初の文字は、Ｅである。

Ｂ 総合デジタル通信用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最初

の文字は、Ｄである。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 総務大臣は、有線電気通信法の施行に必要な限度において、有線電気通信設備を設置した者

からその (エ) を徴し、又はその職員に、その事務所、営業所、工場若しくは事業場に立

ち入り、その設備若しくは帳簿書類を検査させることができる。 (４点)

① 設備の管理規程 ② 工事の完成報告書 ③ 事業計画

④ 設備に関する報告 ⑤ 運営に関する記録

(５) 有線電気通信設備(その設置について総務大臣に届け出る必要のないものを除く。)を設置し

た者は、有線電気通信の方式の別、設備の (オ) 又は設備の概要に係る事項を変更しよう

とするときは、変更の工事の開始の日の２週間前まで(工事を要しないときは、変更の日から

２週間以内)に、その旨を総務大臣に届け出なければならない。 (４点)

① 工事の方法 ② 設置の場所 ③ 使用の態様

④ 接続の方法 ⑤ 技術的条件

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① アナログ電話端末とは、端末設備であって、アナログ電話用設備に接続される点に

おいて２線式の接続形式で接続されるものをいう。

② 移動電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備との接

続において電波を使用するものをいう。

③ 総合デジタル通信端末とは、端末設備であって、総合デジタル通信用設備に接続さ

れるものをいう。

④ インターネットプロトコル電話端末とは、端末設備であって、インターネットプロ

トコル電話用設備又はデジタルデータ伝送用設備に接続されるものをいう。

⑤ 絶対レベルとは、一の皮相電力の１ミリワットに対する比をデシベルで表したもの

をいう。

(２) 安全性等について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な誘導雑音が発生することを防止

する機能を備えなければならない。

Ｂ 端末設備は、事業用電気通信設備との間で鳴音(電気的又は音響的結合により生ずる発振

状態をいう。)を発生することを防止するために総務大臣が別に告示する条件を満たすもの

でなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(３) ｢配線設備等｣において、配線設備等の電線相互間及び電線と大地間の絶縁抵抗は、直流

２００ボルト以上の一の電圧で測定した値で (ウ) メガオーム以上でなければならないと

規定されている。 (４点)

① ０.２ ② ０.４ ③ １ ④ ２ ⑤ ５

(４) ｢端末設備内において電波を使用する端末設備｣について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。

(４点)

Ａ 総務大臣が別に告示する条件に適合する呼出符号(端末設備に使用される無線設備を識別

するための符号であって、通信路の設定に当たってその照合が行われるものをいう。)を有

すること。

Ｂ 使用する電波の周波数が空き状態であるかどうかについて、総務大臣が別に告示するとこ

ろにより判定を行い、空き状態である場合にのみ通信路を設定するものであること。ただし、

総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) ｢絶縁抵抗等｣において、端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用
きょう

電気通信設備との間において、使用電圧が３００ボルトを超え７５０ボルト以下の直流及び

３００ボルトを超え６００ボルト以下の交流の場合にあっては、 (オ) メガオーム以上の

絶縁抵抗を有しなければならないと規定されている。 (４点)

① ０.２ ② ０.３ ③ ０.４ ④ ０.５ ⑤ １

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 移動電話端末の｢基本的機能｣、｢発信の機能｣、｢送信タイミング｣又は｢漏話減衰量｣について

述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① 発信を行う場合にあっては、呼設定メッセージを送出するものであること。

② 応答を行う場合にあっては、応答メッセージを送出するものであること。

③ 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気

通信回線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後２分以内にチャネルを切

断する信号を送出し、送信を停止するものであること。

④ 移動電話端末は、電気通信事業者が別に指定する条件に適合する送信タイミングで

送信する機能を備えなければならない。

⑤ 複数の電気通信回線と接続される移動電話端末の回線相互間の漏話減衰量は、

１,５００ヘルツにおいて７０デシベル以上でなければならない。

(２) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号について述べた次の

文章のうち、誤っているものは、 (イ) である。 (４点)

① 低群周波数は、６００ヘルツから１,０００ヘルツまでの範囲内における特定の四つ

の周波数で規定されている。

② 高群周波数は、１,２００ヘルツから１,７００ヘルツまでの範囲内における特定の

四つの周波数で規定されている。

③ 信号周波数偏差は、信号周波数の±１.５パーセント以内でなければならない。

④ ミニマムポーズは、３０ミリ秒以上でなければならない。

⑤ 信号送出時間は、３０ミリ秒以上でなければならない。



Ｃ－17

(３) 責任の分界及び安全性等について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 利用者の接続する端末設備は、事業用電気通信設備との責任の分界を明確にするため、事

業用電気通信設備との間に保安器を有しなければならない。

Ｂ 端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が５００オーム以下となるように接地

しなければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合にあっては、こ

の限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) インターネットプロトコル電話端末は、発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に

確認する場合にあっては、電気通信回線からの応答が確認できない場合呼の設定を行うための

メッセージ送出終了後２分以内に (エ) を送出する機能を備えなければならない。(４点)

① 通信終了メッセージ ② 選択信号 ③ チャネルを指定する信号

④ 呼切断用メッセージ ⑤ 切断信号

(５) インターネットプロトコル移動電話端末の｢基本的機能｣及び｢発信の機能｣について述べた次

の二つの文章は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 通信を終了する場合にあっては、チャネルを切断する信号を送出するものであること。

Ｂ 自動再発信を行う場合にあっては、その回数は３回以内であること。ただし、最初の発信

から３分を超えた場合にあっては、別の発信とみなす。

なお、この規定は、火災、盗難その他の非常の場合にあっては、適用しない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する｢架空電線の支持物｣又は｢架空電線と他人の設置した架空電線

等との関係｣について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 架空電線の支持物は、その架空電線が他人の設置した架空電線又は架空強電流電線と

交差し、又は接近するときは、他人の設置した架空電線又は架空強電流電線を挟み、

又はこれらの間を通ることがないように設置しなければならない。ただし、その他人

の承諾を得たとき、又は人体に危害を及ぼし、若しくは物件に損傷を与えないように

必要な設備をしたときは、この限りでない。

② 架空電線の支持物には、取扱者が昇降に使用する足場金具等を地表上１.８メートル

未満の高さに取り付けてはならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りで

ない。

③ 架空電線は、架空強電流電線と交差するとき、又は架空強電流電線との水平距離が

その架空電線若しくは架空強電流電線の支持物のうちいずれか高いものの高さに相当

する距離以下となるときは、総務省令で定めるところによらなければ、設置してはな

らない。

④ 架空電線は、他人の建造物との離隔距離が６０センチメートル以下となるように設

置してはならない。ただし、その他人の承諾を得たときは、この限りでない。

⑤ 架空電線は、総務省令で定めるところによらなければ、架空強電流電線と同一の支持

物に架設してはならない。
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(２) 有線電気通信設備令において、強電流電線に重畳される通信回線は、次の(ⅰ)及び(ⅱ)によ

り設置しなければならないと規定されている。

(ⅰ) 重畳される部分とその他の部分 (イ) ようにすること。

(ⅱ) 重畳される部分に異常電圧が生じた場合において、その他の部分を保護するため総務省

令で定める保安装置を設置すること。 (４点)

① とを個別に監視し、一方が故障しても他方で監視が継続できる

② との間に分界点を設け、責任の分界が明確になる

③ とを切り替えて、個別に確認又は試験できる

④ とを安全に分離し、且つ、開閉できる

⑤ とは容易に切り離すことができない

(３) 有線電気通信設備令施行規則において、架空電線の高さは、架空電線が横断歩道橋の上にあ

るときは、その路面から (ウ) メートル以上でなければならないと規定されている。

(４点)

① ２.５ ② ３ ③ ４.５ ④ ５ ⑤ ６

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律に規定する事項について述べた次の二つの文章は、

(エ) 。 (４点)

Ａ アクセス管理者とは、特定電子計算機の利用(電気通信回線を通じて行うものに限る。)に

つき当該特定電子計算機の動作を管理する者をいう。

Ｂ アクセス制御機能を特定電子計算機に付加したアクセス管理者は、当該アクセス制御機能

に係る識別符号又はこれを当該アクセス制御機能により確認するために用いる符号の適正な

管理に努めるとともに、常に当該アクセス制御機能の有効性を検証し、必要があると認める

ときは速やかにその機能の高度化その他当該特定電子計算機を不正アクセス行為から防御す

るため必要な措置を講ずるよう努めるものとする。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律に規定する用語について述べた次の二つの文章は、

(オ) 。 (４点)

Ａ 特定認証業務とは、電子署名のうち、その方式に応じて本人だけが行うことができるもの

として主務省令で定める基準に適合するものについて行われる認証業務をいう。

Ｂ 電磁的記録とは、電子的方式、磁気的方式その他本人以外は任意に改変することができな

い方式で作られる記録であって、電子計算機による情報処理の用に供されるものをいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない



 

試験問題についての特記事項 

 

(1)  試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2)  問題文及び図中などで使用しているデータは、全て架空のものです。 

 
(3)  論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4)  試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
       ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい) ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 

(6)  情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 
に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(7)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤  

りだけで誤り文とするような出題はしていません。 
  
(8)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 
 
(9)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  
の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 
していません。 

 
 


